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　去る 6 月 20 日（木）、午後 7 時より本会館
において第 228 回定例代議員会が開催された。
玉城議長の議事進行により、定足数の確認が行
われ、定数 62 名に対し、出席者 45 名となっ
ており、定款第 28 条に定める過半数に達して
いるため本代議員会が有効に成立する旨宣言さ
れた。また、議事録署名人に中部地区医師会の
富名腰亮代議員、那覇市医師会の玉城仁代議員
が指名された。
　冒頭、安里会長から次のとおり挨拶があった。

安里哲好会長
　さて、令和 5 年度の会務運営は、昨年 5 月
に新型コロナウイルス感染症が感染症法上 5類
に位置づけられて以降、会員各位の御協力によ
りコロナ禍前と同様に遂行することができまし
た。遡れば、令和 2年 2月に沖縄県で初のコロ
ナの症例が確認されてから幾度となく大きな感
染の波を経験してきましたが、医療崩壊に陥る
ことなく乗り越えることができました。これも
ひとえに代議員・会員の先生方、県市町村行政、

医療・介護関係者、そして県民の協力を得て、
みんなが連携し一丸となって対応していただい
た賜です。ここに改めて会員をはじめ関係各位
に感謝申し上げます。
　このたび、本会では新型コロナウイルス感染
症に関する本会及び地区医師会等の取組をまと
めた記録集を作成し、会員施設及び関係機関へ
お送りしていますので、御一読いただきたいと
思います。
　また、令和 5年度の会務につきましても滞り
なく運営できたことに御礼を申し上げます。現
執行部は本日をもって任期を終え、私と宮里達
也副会長、中田安彦常任理事、白井和美理事、
喜納美津男監事、幸地賢治監事の 6人は退任い
たします。
　私事ですが、県医師会役員歴 23 年余の中で、
県医師会長を 4期 8年務めました。沖縄県医師
会長に就いてからは「県民と共に歩む医師会」
「地域医療のさらなる充実」「魅力ある医師会
づくり」の 3 本の柱を掲げて邁進してまいり
ました。
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　「県民と共に歩む医師会」として、県民の健
康づくりに注力し、長寿県だった沖縄県の平均
寿命低下に対応するため、働き盛り世代の健康・
死亡率改善を本会の最重要課題としました。特
に死亡率 1位の高血圧性関連疾患の対策とし
て、適切な血圧を管理する職場・地域・社会づ
くりに向けた取組を進めてきました。
　「地域医療のさらなる充実」は、第 8次医療
計画や地域医療構想に医師会が具体的に関わ
り、地域の実情に応じた医療提供体制の構築
を推進するとともに、基幹病院となる琉球大
学病院移転や北部医療センター設立に関し、
関係者に支援を要請する等、積極的に関わって
きました。
　また、「魅力ある医師会づくり」には、若い
医師や勤務医が入会しやすいオープンな医師会
を目指し組織強化に取り組んできました。
　これまでに限りない御支援、御協力をいただ
きましたことに、この場を借りて衷心より厚く
御礼申し上げます。誠にありがとうございまし
た。引き続き田名新会長をはじめ新執行部に対
しまして、これまで同様御支援、御協力を賜り
ますようお願い申し上げます。
　本日は、報告 2 件、議事 8 件、その他 1 件
を上程しております。報告、議事の詳細につき
ましては、各担当理事より説明をいたしますの
で、慎重に御審議の上、御承認賜りますようお
願い申し上げ、挨拶といたします。どうもあり
がとうございました。

　続いて、報告・議事に移り、報告事項は田名
副会長から令和 5年度沖縄県医師会会務につい
て、喜納監事から令和 5年度沖縄県医師会監査
についてそれぞれ報告があった。
　議事は、以下の第 1号議案～第 6号議案につ
いては、各担当理事から説明がありすべて原案
どおり承認可決された。

第 1号議案　�令和 5 年度沖縄県医師会一般会
計収支決算の件

第 2号議案　�令和 5 年度沖縄県医師会医事紛
争処理特別会計収支決算の件

第 3号議案　�令和 5 年度沖縄県医師会会館建
設特別会計収支決算の件

第 4号議案　�令和 5 年度おきなわ津梁ネット
ワーク事業特別会計収支決算の件

第 5号議案　�令和 5 年度地域医療介護総合確
保基金事業特別会計収支決算の件

第 6号議案　�令和 6 年度沖縄県医師会一般会
計収支予算補正の件

　第 7号議案　役員選任の件については、去
る 5月 16 日に開催した第 227 回臨時代議員会
において監事 1名が欠員であったため、第 228
回定例代議員会で 1名を選任することが承認さ
れた。監事候補者として届出のあった 1名は、
その後辞退の届出があったため、令和 7年 3月
に開催予定の臨時代議員会で 1名を選任するこ
とが承認された。

　第 8号議案　沖縄県医師会顧問委嘱について
は、宜保好彦先生、比嘉国郎先生、桑江朝彦先
生、安里哲好先生に顧問を委嘱することが承認
された。

　続いてその他事項で那覇市医師会玉井代議
員より予め提出された「救急指定病院の時間外
選定療養費に関する沖縄県医師会の果たす役
割に関して」と題して、那覇市内の救急病院に
おいて時間外選定療養費を設定し徴収を始め
ている。沖縄県におけるコンビニ受診の状況を
是正するためには時間外選定療養費を設定し
足並みを揃えることに対し沖縄県医師会が指
導的役割を担うのかスタンスを伺いたい旨質
問があった。
　この質問に対し平安常任理事は、足並みを揃
えることは望ましいが、選定療養費の設定は対
象病院の判断により設定されているため、医師
会が先導して価格を統一することは独占禁止法
に抵触する可能性がある。沖縄県はウォークイ
ン受診が根付いており全国比 3.1 倍である。県
民にも選定療養費の徴収について認識してもら
う必要があるので関係者間で検討していく旨回
答があった。
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